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　　　　　　第〃回宇騨贈議事鮨　　／

∠　日．時　　’昭和46年8月30日㈲　　’
　　　　　　　　午後2時〃）4時　　　　’　、　　　1

．。2．場　所　　 宇窮開発委再会会譲室

3　議．題　　　昭和47年展1（おける宇宙耐発関係縫費の、

　　　　　　　　見積’りについて

艦　資一盛　　　　／7二二！　第！5回宇留開発委貴会議事要旨

　　　　　　　　／7－2鍬劇宇翻発委三会瀞要旨

　　　　　　　　グー3昭和4ブ鞭における宇憲醗関係

　　　　　　　　　　　　　経費の見回りについて

．よ　出席者

　　　宇翻発委員　　　が山県昌夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三一島　ノ　毅

　　　　　　　　三1　　．・．藤東禧
　　7幹事等

　　　科学技術庁研究調整局長　　　，　’　石　川　晃　夫

　　　　　〃　　宇宙開発参事官　　　　　　市　瀬　輝　雄・

　　　蝉～一盛糠鎗　　柄代理轟，
　　　通産省：L業厚徳院総務部長　　・　　　片　山一石　郎

　　　　　　　　　二　　　　，　　　’　　　　　1代理：粟井）

＿　　三輪三大臣官房参事官　　　．　　　　’原　田　昇左右

　　　’三下保安庁繍譲　塊姻壌谷1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：中田γ

　　　　　　’

　　　蝋舗波蟹融融　　，太’県幹夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1代理：上田）

　　　　　〃　　．〃　．無線通信部長’弓　　．大　塚　次　郎

　　　通産省工莱技術院研究菜務課　　　　・　松　隈

　　　運輸省海上保安庁水路部編暦課　　　　・森

　　　郵政省宇宙開発企画室　　　　　　’，佐藤

、霜聯験脚ステム面部1｝高．木
事務局

　　　宇宙企画課長『　一1　遍山重岡他
6　議事要旨　　　㌧　　・さ

ω前歯鞭旨πついて　・　　ご

　　　第15臥第！6回委員会の議鞭旨強訴され臨

（2）昭和47年度宇宙囲発関係経費の見回りについて　　　鳳

　　。　事務局より

　　　二第！5回第／6回委尊影におけるヒヤ？ジグの結果をまと

　一●めた麟／7－3「昭和47鞭宇宙開発湯翻の見積り」・

　　　1剰の説明響＿∫’一　1’一い・

　　・同案の編強化の項に鋤舗灘鰯無線通信部職空

　　宇瞬を新畑る件を蘇する修正案の説明

　　．醜語ら騨励噸鰯㊥では加傘との指摘莇
　　つたごとの郵告がなさ航た後次の質疑応答があフた、　／

山・県　委員長の指摘は表現の問題迩内容の問題か
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一三．ム！〆

　　　　　石　川　内容については概算要求案の三階で了解を得てあるので

　　　　　　　　表現の問題と肺6　亀　　　’．、・．・

　　　　　三訂　文章の結びが「検討する」とな？ている㊧で弱い感じを

　　　　　　　　うける。文の三三を逆にすれば積極的な意図が表現できる

　　　　　　　　のではないか。　　　　　　　　　　　　響

ρ　審議の結果幽／7－3繍務局提案の繍の卿鉦を行加　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆゆ
　　　　さらに国際協力の項を含め文章整理遂事務局で行な与ことどなった。、

　　　　　なお本件の今後の取扱いたついて検討が行なオ2れた結果、内容的

　　　　には本日の回議をもつて本件の決牢としく上記の文軍整理を行な吟

　　　　関儲省庁の七三求郷を回した上で委負会の決定として内阻．

　　　　総理大臣に提出することとなった。　　　　　．　一　　・ジ　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　！・8－2、

　　　一　　三三協力の墓本三方箏の検討に？姶て《案っ

　　　　　　　　　　一　　　　　　　三和46年9月．一日一

　　　　　　　　　　　　　　　　　し宇宙開発委員会　　㌧、　　　’一　　　　’

　　わ蘭あ字襯発醸る国緯顯力に瞳る基本的臓に飢心て
　　　　　　　　　　　ヲ　　　　　　　　　ひ
　次により調査審議を行なうもりとする。　　，　一．　　、　　　＼

．左回齢発に係欲の噸に回る赫紡策について

　　誇罵二審言擁を能「なう。　　　　　　　・　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、『．

　　（1♪国除連合その魁り国徐積囲紀お・けるマ古動　　，．

　　（2）園二野随との呪力　　層　　・　　　・．　　・∫　∬　’，　　　・

　　㈲　二国的または多園間昂力

　　④そ野離脇加射る重三纏．・．．、一｝

2涙の融撫は、計画部会に加て徹い三三7年胡一・

　　末までに終えること一を目途とする。

　　＼なお、上詩の難噸あたってはくポストアボ・計画の参加　　　フ

・　三三にづいてのポストアポロ計画懇談会の糞詰を十分尊重する．　　　　　　＿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　　　　　こ
　　・ものとする。、’・　噛　・　　　『　．、　．　　　　・
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／8－3． 　辱

　　　　　　　　　略和46年8ん9月期ロケット打上げ実駿　　　　　　　　　　　・　’　　　　　　　　，

　　　　　　　　　の評三ついて案、　　　　　　　　　　’・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和46年9月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇宙囲三三三会

　　　　　　三和弼恥岬朋・砲トキ：r坦実1麺鎌を三四た
■

　　　　　めて次によ画三三蕃謬を行な倒ものとする。’桓

　　　　　ん棘蝉宇臨空研究所力桁なブた日蜘4轟麟欣翻　　　　　　・　　．

　　　　　　・ケット類の嶽《樽細4）鰍を郵6）紘醇翻1　　　　　　　．

　　　　　　季巻事細鰍つた糊叫ツ・概げ聯蘇欝慨　．一・　　　・

、　’4ゆ血忌禰部会虚言謡い・騨岬2・’

ご　ぐ・’仁、∫巴〔＼ぐ・＿川　＼　　　　　　　’ご

　　　　　　　、．∫毛．三！し：一．、’、図　　　　　　…、

　　　　・　　．　・1　　、一、ン　　てジ｝　　　　，‘
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　　　　　　　　這這野四三紅∴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和46年　　月　馳日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇宙開発委三会

●　　　　　　　一．、　一一1

　　　　わ二三の軸三三肺灯纏だよびそ噛上け用・ケジ．

　　　オ　人工衛毎およびその打上げ用ロケットの信煩性辻三する有え

　　　　方斌鞭討すべき点点に㍗てま三三綿を飼う・・1

　　　2　∠め詞査審議は、孜術部会において行な」へ昭和47年3月　　　　　’

　　　　末までに織ることを、髄とする6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧，　1

　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　、

　　　　1　　　’＿　一
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「宇宙謝発長期計画調査団報告」等の検討
一一

ﾉついて1報告）

　　　　　　　　　　　　　　，．．、　昭和46年9月29日　，

　　　’　ゴゴ討一＿一ボストア嬬卜1騰談会

●ポスト獅糠談会は罐鯵プ託つ噸鵡．
　　　’本年4月中間報告を提出したが、その後、三三団体連合会が欧米’

　　　　に派遣レたf宇鞘瞬発長期計画謎翻転」の報告等によって、米国

　　　　　　　　　　　　、
　　　　ゆけ無調磁繊総領岬の1司細嗣する蹴鞠
　　、．ζぴ鯵につ呼囎し鯖果・当τ爵撫とす硯灘艶て下

・　　一一熱めとおり悪見をと’りまとめたので報告する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　角9ノ

●

　　　　　｝　　一　　　’　　　記

　　ボズ細細計画綿験は・同軸の進夢状況おま晒欧綱

　の動向からみで、同計画に対するわが国の参加の可否を早期に判’

　断ずる必要があると蓼える。　　・　　　　，1　　二．　，，

　、このため、i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、

　！　参茄に南た？ての真体的弓閥題三諦査韓討する牽め・オr懇談

　　会の下に作葉グループ110名程度｝を護けることとする。

　　’本四グルーゾは三和47年胡に繰を終えることを目
＼

脚て・次の鞍つい漏話さ三瀬即酬
　　を傾成する。　一　　　　一　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　・　　　　　　　　　　　’

　　　ω　資金親三等を勘案した参加規模の能定礁数穗）

　　　，（2壕れぞナ吻合剛る‘以下本項に駅1叫・？釧，

　　　　’び）形態

　　　（3）参加の効果

　　　　④膿順繍び所轄副　ピ・．’駒’
　　　　（5）園内計画との鯛係二　　　∫で　　　　　　　　　　　　　’

　　　　（6＞一三櫓三連事項　’．　　’一二
　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　／〆

　　　2ボ朴アポ・調の三三二つ㌧今て・より高趣つ離な．

　　　　帝職を入手し｝併せて本四題について所騨の折衝にあたるため・

　　　　NAI岬聴罐融を記するとともに・本離に対

　　　、する鰍綱の鯛を艦鍋ための何ら三三を講ず秘

　　　　要がある。　　　　　　　　　　．・　，曹　　〆

　　　また・糖聯・ボ子トア森山の的噸すス　スステ｝

　　　ション・翠一スシヤトルおよ趣ペースタグの麟膠加する『

　ノ場合碇は・これらの開肇がすでに相当の進捗をみせ、とくに1スペ．

　　「スシヤ・トルρ醗にあ？て脚are潭三階を獅訪どし

　　　ていること等を考えると凹くとも昭秘8年度に螺体鯵力ρ

　　　嘆捗饗拙秘聯あると回る・　　　／
　　　・しかしながら、一．ポズトアボロ計画は大規模かつ長期にわたるプ．．．

～戸ジエクしであり、これ鯵回する場合には滲加の形態等にも

　　　よるが湘当の資金と人榊蘇を嬢とするととが考燭れる

　　　φで函としての三瀬獅奪う轍は・関係灘醐幽

　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　〆
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　　　・　いて十分な意志の獅通と意見の調坐を行なう必要がある・

覧　　　　さらに、広ぐ国民の理解と協力を得るため・園内宇宙開発と併せ

　　　　　　て同計画の内容について、普及啓発を一麟強化する必薯がある6
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　　　　　　　弓

　　　　　　　　　科学衛星め打上げ成功を祝う宇宙囲発委負長談話

　　　　　　　　　　　　　　＼

　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　1　昭和46年9月2，3日一
　　　，讐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　ノぜ’G　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　本日、東京大学鹿児島宇宙空間観測所からM－4s－3号機に

　　　　　　より打ち上げられた科学瀧‘MS－F2）や二三醒の輔に

　　●　　　　　　　　♂
　　　　　　のったとの報道：に接しぐまζとに．喜びにたえない。

　　　　　　　これは・わが回議の人工衛星「おおすみ」およ醐網の侠

　　　　　　んせい」に疵く快挙であり、この白歯に長い間尽力されてき．た東

　　　二　　原大学宇宙航空研究所をはじめとする関係各位に深い敬意を表す

P　・　　　るどともに心からお1祝いを申し上げる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま
　　　　　　　今回打ち上げられ耀は・懲囎的な働螺し・

　　　　　　妹哩学翻綿をも？たわが国劒り本格的宿学徽であ

●　り・この成功はゆ繭の宇翻発にとって出藍臆面訂す

　　　　　　るものである6’　 　い

　　　　　．ζの成功によって鞭わが困にも宇六二の道が大きく師・れ、

　　　　’　たことに表るが・ここで得られた貴重な経験面上とり・科学衛星の

　　　　　群げの七三騰欝めたわが1蜀の三三繕般の

　　　　　雛鱒く寄射るものと肋れる◎．一

　　　　　　　これを彬会に宇宙開発委負会としても、一わが国の宇宙協発の飛
　’

　　　　　蹉的な進展をめざして・さらに努力を重ねて’まいりたい。
’
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　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．　、　　　！一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇

　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！8」三一

　　　　　　　　　三冠よぴ懇談会に？いて傑）』　’．

　　，’∴’∫∫　・　昭和％年鯛29目
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇宙開発委負会’．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロヘコ　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　計画部会・．技術部余、ポストアポロ計三三談会および長期ビジ・　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　ヘへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　ノ

　　　ヨン徽会の糠事騰について従来の決宗を次9）とお遊郭脇．

　　　　ただF・これらの繊お調分科会に修溺縮廉騨りと　　’

　　　　　する・なお・部会における織噸の具体的項目、その輪回・

　　疇については・必要爾じ鞍蝕力回るづ『1・．．、

・　　∠　計画1都会一　　　　　　　　．　　．　・一・　　　　　　’

　　　（ユ）設置一　、　　　　　∫’　．’　「　＼7・・　　　　　’

　　　　　宇宙開発委負会はて「宇宙開発堅調」に？いて見喧：しを行

　　ジ　　　ヒ

　　　’（2）i蕃…譲事項　　　　　，・レ　　　　　・一　　　　“

　　　　　　　　　　づ　　　　　　　　　　　　　　も　　　　コ　　　　　ロ　コ　　ア　へ

　　　　　調部雑．三三言嗣蜆直し帯びそ磁定1（M

　　　　．謝替敷㍗て薙回する・．・　・　．1’

　　。2・技術部会．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　（1）　r設置，・

　　　　　宇翻発雑会は・’わ姻の宇宙醗に附る技術的鞍　　　，
　，一一溺嫌ついて検討を行な鮫め、撫榔会を即する。、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　（2）噸藩i講事項

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、

　　　　　　　　へ　　　櫛比は・次回駅ついて鳶蹄回る6ゴー

　　（3）師ット紘び入三星の批磯1讃の舗繭する：

　．．　事項　　　　　・噂　’　　　・　　　　　∫㌧　　．　．　　”

　　①その他宇宙醗に関する技術白癩要事項．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
3　ポストアポロ計画懇談会　　　’∵　亀

’ω’七二　『　　　．　・’　　　”　、　・も　　　　　1

　　　郭棚三二殿は・枢トアボ・計1画醐す綱麟魚津

一謙つ呼の勤方針の轍志す蕊め・ポストアボ曜

　　画懇談会を設齢する。　　9　　　　一　．．　　　　ノ●る

　（2）破査検討唇項　　　　㌦．’　　＼．’

　　，ボストア油画麟会は・ボ子トアボ』廼に対す鯵
7‘

E聯加岬脚∫拗の戸∫離呪力回する饗の轍一●
　　、三田駄の解決策・そ回気｛蘭についてわ細磁本

命鱗鰍醐係繭の総合舜敏幅ため三三
　　項にりいて読査検討する6

．三五靴ジ旧記会　　　　、、，．
　（ユ）　i設債．・　1　　　　　　　　，

　　宇寧二三四はく縮醗回する長三三齢よぴ

　　その実惣必要旛繊の立案賦するため、瑚ビジョジ

　　懇談会を設’回する。『　　　　∫　．　　　　　　　　　く

　　　　　　　　　　　　　　　／　，



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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